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国際交流推進室の設置にあたって

半田 祐二朗国際交流推進室 室長

　国際交流推進室が図書館一階に設置されました。大学は

学問の府として地域に、そして世界に開かれなくてはなりま

せん。本学においてその事を一層推進する為、２０１４年４月

１日より、上述の部署が半田祐二朗の教授研究室（国際保健

学）と合同という形で開設されたのです。教員の研究室と推

進室が合体した形で存在する事は日本の大学では珍しい事

でありましょう。

　さて、この部屋は事務職（Programme Officer)の戸根

谷職員との２名体制でスタートしました。私達の業務の中心

となるのは、まさにコミュニケーションです。日本語と外国語

（特に英語）を用いた外国の大学、病院、研究機関等とのネッ

トワーク作りです。その特性をとらえ、この部署の英語名称

はGlobal Networking Office (GNO)と致しました。やや

名称が大げさかもしれません。しかし、北海道医療大学は今

後ますます発展し、学生や教員の皆さんが外国に出かけた

り、外国の協定を結んだ機関から留学生、教員の方々を本学

にお迎えする機会がどんどん増える訳ですから、GNOの名

称はそのうちにすぐに皆さんに浸透することでしょう。

　すぐ隣の国、ロシア、そして、発展目覚ましい近隣アジア諸

国、さらには、魅力とともに、大きな社会問題、健康問題を抱

えた世界の開発途上国、また、歴史・伝統とともに、活力の衰

えを知らない欧米先進諸国の多くの大学・病院・研究機関等

との交流協定を、既に締結されているものについては見守

り、これから締結が期待されるところとはコミュニケーション

を活発化するようにいたします。

　私たちは、学生諸君に対しては、短期・中期・長期の留学相

談、交流協定大学や病院についての情報提供を行います。

そしてお迎えする留学生のサポートも全力でさせていただ

くつもりです。研究者の皆様に対しては、交流協定の有無に

関わらず、必要に応じ、将来の共同研究パートナーとのリエ

ゾン・ワークのお手伝いをさせていただきます。そして、学内

環境について、その国際化、おそらく手始めは学内環境にお

ける日英での２言語表示の推進等についても、高い関心を

持ちながら、「内側からの国際化」の手助けも出来ればと存

じます。

　学生諸君がより一層異文化・多言語に関わるコミュニケー

ションに関心を持ち、より良く学ぶ事が出来るように、そして

それらの経験を通じて、より成熟した社会人として世に出る

ためには、この大学のキャンパスにより味わいの深いアカデ

ミズムが育つ事が最も大切でありましょう。専攻や専門領域

に関わらず、国境や言語を超えた刺激は常に必要なもので

す。GNOは一種の刺激伝導のメカニズムを作り上げる為に

設置された小さいが重要な部署であると自任しております。

　どうぞ、気軽に、図書館一階大会議室隣の国際交流推

進室（Global Networking Office:GNO)にお立ち寄

りください。
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教員役職者・新任教員・昇任教員等紹介

昇任教員

（こばやし だいすけ）小林 大祐
本学薬学部総合薬学科卒業。金沢大学大学院自然科学研
究科生命科学専攻博士前期課程修了・博士後期課程修
了。本学薬学部講師を経て、准教授就任。薬学博士。

薬学部准教授
（衛生薬学講座）

（やながわ よしき）栁川 芳毅
北海道大学薬学部薬学科卒業。同大学院薬学研究科薬
学専攻修士課程修了。吉富製薬株式会社（現：田辺三菱
製薬）東京研究所研究員、北海道大学遺伝子病制御研究
所病態研究部門免疫生物分野助手、本学薬学部講師等
を経て、准教授就任。薬学博士。

薬学部准教授
（薬理学講座)

（おだ まさこ）小田 雅子
北海道大学薬学部薬学科卒業。本学大学院薬学研究
科薬学専攻博士課程修了。本学薬学部講師を経て、准
教授就任。薬学博士。

薬学部准教授
（薬剤学講座）

（にへい ひろゆき）二瓶 裕之
北海道大学工学部電子工学科卒業。同大学院工学研
究科電子工学専攻修士課程修了、博士課程単位取得
満期退学。東北職業能力開発大学校附属青森職業能
力開発短期大学校講師、本学薬学部准教授を経て、教
授就任。工学博士。

薬学部（人間基礎科学：情報科学)
大学教育開発センター教授

（にしぞの なおずみ）西園 直純
本学薬学部薬学科卒業。北海道大学大学院薬学研究
科薬学専攻修士課程修了・博士課程修了。アイオワ大学
化学科博士研究員、本学薬学部講師を経て、准教授就
任。薬学博士。

薬学部准教授
（創薬化学講座）

（やまだ こうじ）山田 康司
富山医科薬科大学薬学部薬学科卒業。金沢大学薬
学部助手、本学薬学部講師を経て、准教授就任。薬学
博士。

薬学部准教授
（創薬化学講座）

（はまうえ なおや）浜上 尚也
本学薬学部薬学科卒業。同大学院薬学研究科薬学専
攻修士課程修了、博士課程中途退学。本学薬学部講師
を経て、准教授就任。薬学博士。

薬学部准教授
（分子生命科学講座)

（おおさわ よしあき）大澤 宜明
東邦大学理学部生物分子科学科卒業。同大学院理学
研究科生物分子科学専攻博士前期課程修了、東京大
学大学院医学系研究科社会医学専攻博士課程修了。
日本大学医学部免疫学・微生物学講座研究員、本学薬
学部講師を経て、准教授就任。医学博士。

薬学部准教授
（分子生命科学講座）

（まつおか ひろふみ）松岡 紘史
新潟大学人文学部行動科学課程卒業。本学大学院看
護福祉学研究科臨床福祉・心理学専攻修士課程修了、
同大学院心理科学研究科臨床心理学専攻博士課程修
了。本学歯学部口腔構造・機能発育学系保健衛生学分
野助教等を経て、講師就任。臨床心理学博士。

歯学部講師
（口腔構造・機能発育学系〈保健衛生学〉）

（いとう くにひこ）伊藤 邦彦
北海道大学薬学部製薬化学科卒業。同大学院薬学研究
科修士課程中途退学。本学薬学部講師を経て、准教授就
任。薬学博士。

薬学部准教授
（薬剤学講座）

（おおとも よしえ）大友 芳恵
日本福祉大学社会福祉学部社会福祉学科卒業。北星
学園大学大学院文学研究科社会福祉学専攻修士課程
修了、北海道大学大学院教育学研究科教育学専攻後
期博士課程単位取得満期退学。本学看護福祉学部臨
床福祉学科准教授等を経て、教授就任。教育学博士。

看護福祉学部教授
（臨床福祉学科　医療福祉臨床学）

（ふくい すみこ）福井 純子
慶應義塾大学医学部付属厚生女子学院卒業、日本女
子大学人間社会学部教育学科卒業。同大学院人間社
会研究科教育学専攻博士課程前期修了。慶應義塾大
学病院看護師主任、本学看護福祉学部看護学科助教
を経て、講師就任。教育学修士。

看護福祉学部講師
（看護学科　実践基礎看護学）

新規選出教員役職者

歯学部附属歯科衛生士専門学校 副校長

坂倉　康則
総合図書館長

小林　正伸
薬学研究科長

和田　啓爾
情報センター長

二瓶　裕之

教授

教授

教授

新規特認教員

看護福祉学部 阿保　順子
野川　道子

花岡　真佐子

薬学部 教務部長

教務副部長

学生部副部長

青木　隆
遠藤　泰

小林　道也
岡崎　克則
二瓶　裕之

心理科学部 教務副部長

学生部副部長
中川　賀嗣
玉重　詠子

リハビリテーション科学部 理学療法学科長

作業療法学科長
鈴木　英樹
上野　武治

新任教員

（かんだ なおき）神田 直樹
本学看護福祉学部看護学科卒業。札幌医科大学大学
院保健医療学研究科看護学専攻専門看護師コースクリ
ティカルケア看護分野博士課程前期修了。札幌医科大
学附属病院集中治療部門看護室副看護師長、札幌市
立大学看護学部講師等を経て、本学就任。看護学修士。

看護福祉学部講師
（看護学科 成人看護学)

（いそべ たいち）礒部 太一
法政大学文学部卒業。東京大学大学院学際情報学府修
士課程修了、博士課程単位取得満期退学。日本学術振
興会特別研究員、群馬パース大学研究倫理審査委員会
学外委員、東京大学大学院情報学環交流研究員等を経
て、本学就任。学際情報学修士。

（かとう　よりこ）加藤 依子
市立名寄短期大学看護学科卒業、高知女子大学大学
院看護学研究科小児看護学専攻修士課程修了。幌南
病院看護師、ＫＫＲ札幌医療センター小児・アレルギーセン
ター主任、札幌医科大学大学院保健医療学研究科講師
等を経て、本学就任。看護学修士。

看護福祉学部講師
（看護学科 母子看護学：小児看護学）

（しもむら あつし）下村 敦司
神戸大学農学部園芸農学科卒業。同大学院農学研究
科園芸農学専攻修士課程修了、名古屋大学大学院医
学系研究科生理系解剖Ⅲ専攻博士課程修了。米国・イン
ディアナ大学医学部耳鼻咽喉科研究員、藤田保健衛生
大学医学部講師等を経て、本学就任。医学博士。

心理科学部教授
（言語聴覚療法学科）

（はせがわ あつし）長谷川 敦司
電気通信大学電気通信学部物理工学科卒業。北海道
大学大学院理学研究科物理学修士課程修了、博士後
期課程修了。上越教育大学大学院学校教育研究科自
然・生活教育学系准教授、東京工業大学大学院理工学
研究科講師等を経て、本学就任。理学博士。

薬学部（人間基礎科学：物理学及び数学）
大学教育開発センター准教授

（ねづ たかし）根津 尚史
名古屋大学理学部化学科卒業。同大学院理学研究科
化学専攻博士課程前期課程修了、博士課程後期課程
単位取得満期退学。九州大学歯学部歯科補綴学第一
講座助手、岩手医科大学歯学部歯科理工学講座講師
等を経て、本学就任。理学博士。

歯学部（口腔機能修復・再建学系〈生体材料工学〉
准教授

歯学部（人間基礎科学：生命倫理学）
大学教育開発センター講師

（なかむら せいこ）中村 征子
勤医協札幌看護専門学校卒業、日本看護協会看護研修
学校認定看護師教育課程認知症看護学科卒業。手稲
渓仁会病院看護師、札幌西円山病院教育担当師長、北
海道医薬専門学校看護学科講師、天使大学看護栄養
学部講師等を経て、本学就任。

認定看護師研修センター専任教員
（認知症看護分野）

（よこやま あきこ）横山 晃子

認定看護師研修センター専任教員
（認知症看護分野）

本学看護福祉学部看護学科卒業、同大学院看護福祉
学研究科看護学専攻修士課程修了。社会福祉法人幸
清会特別養護老人ﾎｰﾑ 幸豊ﾊｲﾂ看護師等を経て、本学
就任。看護学修士。

（もりもと　りょうた）森元 良太
慶應義塾大学理工学部機械工学科卒業、同大学文学部
哲学・倫理学科哲学専攻卒業。同大学院文学研究科哲
学・倫理学専攻博士課程修了、後期博士課程単位取得満
期退学。慶應義塾大学文学部講師、日本獣医生命科学大
学応用生命科学部講師等を経て、本学就任。哲学博士。

心理科学部（人間基礎科学：哲学及び倫理学）
大学教育開発センター講師

（あおき みつひろ）青木 光広
札幌医科大学医学部卒業。同大学院医学研究科整形外科
学専攻博士課程修了。砂川市立病院整形外科医長、札幌第
一病院副院長・理事、札幌医科大学理学療法学科基礎理学
療法学講座准教授等を経て、本学就任。医学博士。

リハビリテーション科学部教授
（理学療法学科）

（うえの たけじ）上野 武治
北海道大学医学部医学科卒業。稚内市立病院精神科
神経科医長、文部省長期在外研究員、北海道大学医療
技術短期大学部作業療法学科教授、北星学園大学社
会福祉学部福祉臨床学科教授等を経て、本学就任。医
学博士。

リハビリテーション科学部教授
（作業療法学科）

（ささき ゆうじ）佐々木 祐二
札幌医科大学衛生短期大学部理学療法学科卒業。久
留米大学大学院医学研究科社会医学群リハビリテーシ
ョンバイオメカニクス学専攻修士課程修了。専門学校久
留米リハビリテーション学院理学療法学科学科長等を経
て、本学就任。医科学修士。

リハビリテーション科学部講師
（理学療法学科）

（さわむら だいすけ）澤村 大輔
北海道大学医療技術短期大学部作業療法学科卒業。
同大学院保健科学院保健科学専攻修士課程・博士課
程修了。時計台記念病院作業療法科主任、北海道大学
病院リハビリテーション部作業療法士を経て、本学就任。
保健科学博士。

リハビリテーション科学部講師
（作業療法学科）

（とう しんう）董 震宇
北海道大学医学部医学科卒業。同大学院医学研究科
医学専攻博士課程修了。北海道大学病院眼科医院、手
稲渓仁会病院眼科医師、ＫＫＲ札幌医療センター眼科医
師等を経て、本学就任。医学博士。

個体差健康科学センター講師
（医学部門）

歯学部 助教（口腔機能修復・再建学系〈歯周歯内治療学〉）
助教（口腔機能修復・再建学系〈う蝕制御治療学〉）
助教（口腔構造・機能発育学系〈組織学〉）
任期制助手（口腔機能修復・再建学系〈歯周歯内治療学〉）
任期制助手（口腔機能修復・再建学系〈う蝕制御治療学〉）

清水 伸太郎
油井　知雄
建部 廣明
伊藤　大輔
茂木　綾乃
西川　純平
井上 未樹子

任期制助手
（口腔機能修復・再建学系〈高度先進保存学〉）

任期制助手（口腔機能修復・再建学系
〈クラウンブリッジ・インプラント補綴学〉） 木村　桜子

任期制助手（口腔機能修復・再建学系〈高度先進補綴学〉）

任期制助手（生体機能・病態系〈組織再建口腔外科学〉）
任期制助手　（生体機能・病態系〈高齢者・有病者歯科学〉）

任期制助手（生体機能・病態系〈歯科矯正学〉）
任期制助手（生体機能・病態系〈小児歯科学〉）

伊藤 亜希子
石川　義人
前　壮功仁
笹川　雅大
原嶋　尊治
堀内　優香
内澤　朋哉
蓑輪 映里佳

看護福祉
学部

助教（看護学科 成人看護学）
助教（看護学科 地域保健看護学：精神看護学）
助教（臨床福祉学科　医療福祉政策学）

伊藤  加奈子
中安　隆志
近藤　尚也

心理科学部 助教（言語聴覚療法学科） 黒崎　芳子
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薬学科

6年制 4年制

作業療法
学科

4年制

理学療法
学科

臨床福祉
学科
4年制

看護学科

4年制

歯学科

6年制

言語聴覚
療法学科
4年制

薬学科

6年制 4年制

作業療法
学科

4年制

臨床福祉
学科
4年制

看護学科

4年制

歯学科

6年制

リハビリテーション科学部薬学部 歯学部 看護福祉学部

薬学部 歯学部 看護福祉学部 リハビリテーション
科学部

当別キャンパス

当別キャンパス

臨床心理
学科
4年制

言語聴覚
療法学科
4年制

心理科学部

札幌あいの里キャンパス

〈 2015年度より 〉

〈 現　在 〉

薬剤師 理学療法士 作業療法士

臨床心理
学科
4年制

心理科学部

認定心理士
臨床心理士※

社会福祉士
精神保健福祉士
介護福祉士

看護師
保健師（選択制）

歯科医師 言語聴覚士

理学療法
学科

■テープカットの様子 ■学生との1枚 （最前列右から4番目が安倍夫人）

JICA日系研修員の受け入れを終えて 薬学部薬剤学講座（薬剤学）　齊藤　浩司

　宮島ジュリアネ佳代さんが､昨年6月から本学で
行ったJICA日系研修を無事終了し、3月末ブラジル
に帰国しました。薬学部薬剤学講座（薬剤学）で
JICA日系研修員を受け入れたのは、河合ときえルシ
アナさん（2006年、ブラジル）、佐藤セシリアアナさ
ん（2010年、アルゼンチン）、宮内クリスチーナみつ
えさん（2010年、ブラジル）、山崎ダイアナ莉沙さん
（2012年、パラグアイ）に次いで5人目です。宮島さ
んには、3月末の日本薬学会で発表することを目標
に、昨年当研究室に導入したLC/MS/MSを駆使
してカルバペネム系抗生物質の体内動態を解析す
るというテーマに取り組んでいただきました。測定機
器の操作やラットを用いた実験に当初はかなり苦労
されていましたが、限られた時間の中で着実に成果
をまとめていただきました。薬学会の規模の大きさに

驚きながらも、そこで発表の機会を得たことは本人
にとって大変貴重な経験になったようです。
　また、日本の医療システムを学ぶ目的で、札幌東
徳洲会病院での研修も行っていただきました。1ヶ月
という短い期間でしたが、宮島さんは帰国後日系人
医療に携わっていくことを希望していましたので、電
子カルテシステムを導入した診療体制や、病棟にお
ける服薬指導・注射薬混注業務・医薬品情報収
集・在宅医療などの薬剤師業務はとても印象的
だったそうです。
　冬でも10℃を下回ることがないところで生まれ育った
宮島さんにとって北海道の雪と寒さは正に想定外だっ
たようですが、体調を崩すこともなく元気に研修プログラ
ムに取り組み当初の目標を達成してくれたことに、私た
ち研究室スタッフも大きな喜びを覚えています。

　離日に当たっては、薬学会でのポスター発表終
了後直ちに熊本から羽田経由で成田に移動し、カ
タール経由でサンパウロに向かうという強行スケ
ジュールでしたが、熊本城で見た満開の桜の美しさ
をその目に深く焼き付けてくれたことと思います。

渋谷ダブルトールカフェ 北海道医療大学店がオープンしました。

　平成２６年４月８日（火）東京・渋谷で大人気の
「ダブルトールカフェ」が北海道医療大学の中央講
義棟10階にオープンしました。これは本学卒業生が
多数関わるNPO法人「にょきにょき」と渋谷ダブル
トールカフェ、そして北海道医療大学とのコラボレー

ションにより実現したものです。「ＮＰＯ法人にょき
にょき」大原裕介理事長ご挨拶の後、宮司正毅当
別町長、「（有）ＳＳ＆Ｗ」齊藤 正二郎代表取締役
社長、野口和夫ショコラティエ、大原裕介理事長、
及び本学より東郷重興理事長、新川詔夫学長が

テープカットを行いました。
　新たなカフェのオープンにより、中央
講義棟１０階ラウンジは、よりリラックス
できる憩いの場となります。　
　平成２６年４月１４日（月）には、安倍
昭恵内閣総理大臣夫人が訪問され、
夫人は本学の教育理念である「保健・
医療・福祉の連携、統合をめざす創造
的な教育」の取り組みに深く関心を
持っていただき、「地域が主体となる福

祉社会の実現に向けて、協働していきましょう」と学
生にお話しいただいた後、カフェの味や雰囲気を楽
しみながら本学の学生と接していただきました。

2015年度より、心理科学部が当別キャンパスへ。

札幌あいの里キャンパスの臨床心理学科・言
語聴覚療法学科は、2015年度より当別キャン
パスへ移転します。すべての学部学科を、ひとつ
のキャンパスに集約。これに合わせ、リハビリ
テーション科学部に言語聴覚療法学科を組み
入れ、全国でも数少ない、理学療法士・作業療
法士・言語聴覚士の3職種を養成する学部とし
て生まれ変わります（構想中）。医療や福祉に携
わる多彩な分野の連携が深まり、「チーム医療」
を学ぶ環境がさらに充実します。

※公益財団法人 日本臨床心理士資格認定協会が指定した大学院修士課程の修了が条件です。本学大学院心理科学研究科臨床心理学専攻は第一種指定を受けているため実務経験なしで受験が可能です。

多職種連携教育が
さらに充実。
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■本学合格率の推移（新卒のみ過去3年）

■登録・認定資格取得結果

■本校合格率の推移（新卒のみ過去3年）

資格・対象学部学科等

（　第99回 薬剤師国家試験　） （　　第103回 看護師国家試験　　）（　第107回 歯科医師国家試験　）

（　第100回 保健師国家試験　） （　第26回 社会福祉士国家試験　） （　第16回 精神保健福祉士国家試験　）

6年制移行後の国家試験でも
全国平均を上回る合格率を達成。

全国平均を上回る合格率！
免許取得率も98.2％と高水準

全卒業者1,844名のうち、
98.4％が免許を取得

社会福祉士国家試験の
全国平均は27.5％

新卒合格率は96.3％。
多くが看護師とのダブルライセンスを獲得

（　第16回 言語聴覚士国家試験　）

新卒合格率は86.0％
1期生から連続して全国平均を上回る

合格者の多くが
社会福祉士とのダブルライセンスを取得

6年連続100%
3年制移行後も安定した合格率

北 海 道 医 療 大 学

歯学部附属歯科衛生士専門学校

認定心理士

取得者数

66名
北海道医療大学 心理科学部臨床心理学科

北海道医療大学 看護福祉学部臨床福祉学科
（介護福祉コース）

介護福祉士
5名

※取得者数は申請要件を満たしている者の数
介護職員初任者研修 2名

（修了者）北海道医療大学 看護福祉学部臨床福祉学科

※取得者数は申請要件を満たしている者の数

※３年制移行のため2012年の受験はありません

国家試験
結果報告

2014年3月、薬剤師教育が6年制になって3度目の国

家試験（第99回薬剤師国家試験）が行われました。本

学からは新卒者123名が受験、95名が合格し、合格

率は77.2％と全国平均を上回る好結果となりました。

なお、本学薬学部卒業生総数5,086名の96.9％にあ

たる4,926名が薬剤師免許を取得しています。

2014年に行われた第107回歯科医師国家試験

では、本学新卒者74名のうち57名が合格し、合格

率は77.0％と、全国平均を上回る結果でした。な

お、全卒業者2,997名のうち、98.2％（2,943名）

が免許を取得しています。

2014年に行われた第103回看護師国家試験で

は、本学新卒者106名のうち103名が合格し、合

格率は97.2％でした。なお、全卒業者1,844名の

うち、9８.4％（1,814名）が免許を取得しています。

2014年の第100回保健師国家試験では96.3％

（受験者108名、合格者104名）でした。また、合

格者のうち99名が看護師と保健師の国家資格を

ダブル取得しています。

2014年の第16回言語聴覚士国家試験での本

学新卒合格率は86.0%（受験者50名、合格者

43名）で、学部開設以降8年連続して全国平均を

上回る合格率を挙げていましたが、今回はわずか

に下回る結果となりました。また、これまでの全卒業

者497名のうち475名が言語聴覚士国家資格を

取得しています。

2014年の第26回社会福祉士国家試験での本

学新卒合格率は39.2％（受験者51名、合格者

20名）でした。なお、全国平均は27.5％で、昨年に

続き厳しい結果でした。

第16回精神保健福祉士国家試験の新卒合格率

は42.1％（受験者19名、合格者8名）でした。また、

精神保健福祉コースを履修した学生の多くが社会

福祉士とのダブルライセンスを実現しています。

2014年の歯科衛生士国家試験は、本校から第

28期生36名が受験し、全員が合格して合格率

100％を達成しました。開校以来、高い国家資格

取得率を堅持しています。また、本校は文部科学

省の定める一定の基準を満たした専門学校なの

で、卒業すると「専門士」の称号が与えられます。

■本学合格率の推移（新卒のみ過去3年）

■本学合格率の推移（新卒のみ過去3年） ■本学合格率の推移（新卒のみ過去3年）

本学 全国平均

■本学合格率の推移（新卒のみ過去3年） ■本学合格率の推移（新卒のみ過去3年）

各国家試験で本学卒業生が大健闘！
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就職状況
結果報告 本学卒業生への評価の高さが、求人の質・量に直結。

より深い知識修得を目指し大学院へ進学する人も。

2014年も5,000人を超える求人
6年制移行後も高い就職率を維持

卒業生は、札幌と首都圏を中心に
全国の総合病院で活躍

薬学部 看護福祉学部／看護学科

卒業生全員が臨床能力の向上を
めざして臨床研修医の道へ

歯学部

卒業生の8割が福祉専門職
教員の夢も6名が叶えました

看護福祉学部／臨床福祉学科

ビジネス界、医療・福祉、進学、
専門性を生かす進路は多彩です

心理科学部／臨床心理学科

［職種別進路先］ ［職種別進路先］

［職種別進路先］

［職種別進路先］

求人数

薬剤師
MR・研究・開発職

5,341人
166人

［地域別進路先］ ［地域別進路先］

［地域別進路先］

［地域別進路先］

■2014年3月卒業生の就職先 ■2014年3月卒業生の就職先 ■2014年3月卒業生の就職先

■2014年3月卒業生の就職先

6年制移行後3回目の卒業生となる2014年も、全

国から5,000人を超える求人が寄せられました。卒

業生の多くが希望どおりの就職を果たし、総合病

院を中心に病院薬剤師として、また調剤薬局の薬

剤師として活躍しています。また、2014年卒業生

の約30％が北海道外へ就職しています。

1993年の開設以来2014年3月までに、本学看

護学科からのべ1,844名の卒業生が巣立ってい

きました。その多くが大学病院、公立病院を中心と

した全国の総合病院で活躍中です。医療現場が

本学卒業生へ寄せる期待の大きさは、例年の求

人数の多さからもわかります。

2014年3月卒業生の15.1％が医療や福祉の現

場へ就職、15.1％が臨床心理士資格取得をめざ

して大学院へ進学しました。一方、40％以上は業

種業態を問わずさまざまな企業で、また公務員とし

て、専門性を応用する道を選んでいます。

2014年3月卒業生のうち86.3%が病院、デイサ

ービスセンター、特別養護老人ホーム、老人保健

施設などに福祉の専門職として就職しています。ま

た、6名は養護学校等の教員になりました。本学科

の専門職の年間求人は2,000人以上と、出身地

への就職も安心です。

歯科医師国家試験合格後には臨床研修が義務

化されています。2014年3月の本学の歯科医師

国家試験合格者も全員が研修歯科医となり、本

学歯科クリニック、大学病院をはじめとした全国の

臨床研修施設で研修を行います。

2014年卒業生の約90％が
病院の言語聴覚士として活躍

心理科学部／言語聴覚療法学科

［職種別進路先］

［地域別進路先］

■2014年3月卒業生の就職先

専門の治療・訓練を必要とする言語聴覚障がい者

の増加に伴って言語治療を行う医療機関や福祉

施設が増えていることから、毎年本学科には多くの

求人が寄せられ、就職実績は安定したものとなって

います。2014年3月卒業生は就職者の約90％が

病院へ就職しました。

求人数

看護師
保健師

19,992人
154人

求人数

MSW・PSW
施設指導員・
介護職員等
一般事務・その他

168人

2,128人
2,543人

求人数

心理職
一般事務・その他

53人
2,543人

求人数

言語聴覚士 756人

44.7％
病院薬剤師

50.5％
調剤薬局・薬局等

製薬・医薬卸 1.9％

北海道外
30.1％

札幌市内
52.4％

北海道内
（札幌市除く）

17.5％

89.5％
看護師

北海道外 12.4％

保健師
3.8％

その他進学
1.9％

大学院進学 4.8％大学院進学等
2.9％

札幌市内
81.0％

北海道内 
（札幌市除く）

6.6％ 

15.1％
大学院進学

43.4％
一般企業

北海道外
22.6％

社会福祉施設
11.3％その他（編入学等） 11.3％

病院 3.8％

その他 4.2％社会福祉施設 4.2％
公務員 2.1％

公務員 9.4％

団体職員 5.7％

札幌市内
54.8％北海道内

（札幌市除く）
22.6％

48.3％
施設相談員等

25.9％
病院・診療所

教員 10.4％

一般企業 6.9％
公務員 1.7％

その他（大学院進学等）
6.8％

北海道外
6.9％

札幌市内
39.7％

北海道内
（札幌市除く）

53.4％

89.5％
病院

北海道外
10.4％

札幌市内
43.8％北海道内 

 （札幌市除く）
45.8％ 

28期連続、就職希望者全員が就職

歯学部附属歯科衛生士専門学校

［職種別進路先］

［地域別進路先］

■2014年3月卒業生の就職先

2014年の卒業生に対する求人数は450名で、就

職希望者全員が就職し、開校以来28期連続で

100％就職を果たしました。また本年度は卒業生全

員が病院・クリニックや歯科医院に就職しましたが、

障がい者施設、地域住民を対象に歯科健診や保

健指導を行う保健所や市町村の保健センターなど

へ就職することもできます。

求人数

歯科衛生士 450人

97.2％
病院・歯科医院

札幌市内
69.5％

北海道内
 （札幌市除く）

22.2％ 

北海道外
8.3％

行政機関
2.8％
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2014年度
入試 結果報告 本年度の志願者総数は6,949名。

■2014年度入試結果
北海道医療大学

歯学部附属歯科
衛生士専門学校

薬学部 歯学部 臨床心理学科 言語聴覚療法学科
心理科学部

理学療法学科 作業療法学科
リハビリテーション科学部

看護学科 臨床福祉学科
看護福祉学部 歯科衛生科

　リハビリテーション科学部開設により、志願者
総数は前年度より812名増の6,949名で、志
願者総数は増加しました。

　本学全体では50名が編入学を志願しまし
た。うち27名が入学して、実質競争倍率は1.5
倍でした。

　毎年志願者の多くがAO方式入試を利用し
ており、志願者は昨年43名から49名へと増加
し、全体の約82％を占めました。

前年度よりも志願総数増。 編入学試験の志願総数は50名。 専門学校志願者の約８割がAO方式入試を利用。

志願者数

受験者数

合格者数

入学者数

実質倍率

志願者数

受験者数

合格者数

入学者数

実質倍率

志願者数

受験者数

合格者数

入学者数

実質倍率

合格者数

入学者数

実質倍率

志願者数

受験者数

合格者数

入学者数

実質倍率

志願者数

受験者数

合格者数

入学者数

実質倍率

志願者数

受験者数

合格者数

入学者数

実質倍率

志願者数

受験者数

合格者数

入学者数

実質倍率

志願者数

受験者数

合格者数

入学者数

実質倍率

1日目

2日目

1日目

2日目

志願者数

受験者数

AO方式入試

一般推薦入試

指定校
特別推薦入試

一般前期入試
（大学）
一般前期〈A・B日程〉
（専門学校）

一般後期入試

センター前期Ａ入試

センター前期B入試

センター後期入試

TOTAL

47名
47名
26名
26名
1.8倍
24名
24名
20名
20名
1.2倍
47名
47名
47名
47名
1.0倍
242名
189名
235名
179名
110名
41名
3.8倍
97名
91名
17名
9名
5.4倍
267名
267名
64名
18名
4.2倍
130名
130名
40名
11名
3.3倍
56名
56名
16名
4名
3.5倍

1,099名
1,076名
340名
176名
3.2倍

1日目

2日目

1日目

2日目

15名
15名
15名
13名
1.0倍
1名
1名
1名
1名
1.0倍
0名
ー
ー
ー
ー

60名
51名
57名
46名
65名
6名
1.6倍
110名
103名
91名
20名
1.1倍
166名
166名
150名
22名
1.1倍
62名
62名
58名
4名
1.1倍
35名
35名
34名
5名
1.0倍
500名
485名
414名
71名
1.2倍

1日目

2日目

1日目

2日目

37名
37名
10名
9名
3.7倍
44名
44名
21名
21名
2.1倍
28名
28名
28名
28名
1.0倍
378名
331名
364名
316名
103名
32名
6.6倍
77名
75名
14名
8名
5.4倍
226名
226名
54名
8名
4.2倍
95名
95名
30名
3名
3.2倍
25名
25名
11名
1名
2.3倍

1,241名
1,210名
271名
110名
4.5倍

1日目

2日目

1日目

2日目

4名
4名
4名
4名
1.0倍
0名
ー
ー
ー
ー
9名
9名
9名
8名
1.0倍
163名
147名
160名
142名
179名
17名
1.7倍
50名
49名
47名
3名
1.0倍
119名
119名
102名
12名
1.2倍
91名
91名
90名
13名
1.0倍
39名
39名
39名
3名
1.0倍
622名
613名
470名
60名
1.3倍

1日目

2日目

1日目

2日目

19名
19名
16名
16名
1.2倍
5名
5名
4名
4名
1.3倍
8名
8名
8名
8名
1.0倍
212名
183名
209名
175名
132名
21名
2.9倍
64名
60名
39名
6名
1.5倍
150名
150名
64名
8名
2.3倍
121名
121名
59名
9名
2.1倍
49名
49名
38名
3名
1.3倍
811名
796名
360名
75名
2.2倍

1日目

2日目

1日目

2日目

18名
18名
15名
14名
1.2倍
5名
5名
4名
4名
1.3倍
20名
20名
20名
19名
1.0倍
177名
162名
173名
157名
85名
8名
3.9倍
60名
58名
15名
4名
3.9倍
131名
131名
61名
7名
2.1倍
88名
88名
49名
8名
1.8倍
39名
39名
16名
1名
2.4倍
700名
689名
265名
65名
2.6倍

1日目

2日目

1日目

2日目

47名
47名
13名
13名
3.6倍
30名
30名
20名
19名
1.5倍
7名
7名
7名
7名
1.0倍
254名
192名
253名
191名
65名
26名
6.8倍
65名
64名
10名
6名
6.4倍
190名
190名
32名
10名
5.9倍
150名
150名
24名
1名
6.3倍
51名
51名
9名
1名
5.7倍
986名
983名
180名
83名
5.5倍

49名
48名
48名
44名
1.0倍
2名
2名
2名
2名
1.0倍
ー
ー
ー
ー
ー

1名

1名

1名
0名
1.0倍
8名
6名
6名
2名
1.0倍
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

60名
57名
57名
48名
1.0倍

1日目

2日目

1日目

2日目

24名
24名
8名
8名
3.0倍
13名
13名
8名
8名
1.6倍
2名
2名
2名
2名
1.0倍
275名
230名
270名
225名
83名
17名
6.0倍
73名
70名
10名
2名
7.0倍
200名
200名
51名
3名
3.9倍
130名
130名
31名
3名
4.2倍
43名
43名
15名
1名
2.9倍
990名
977名
208名
44名
4.7倍

新入生オリエンテーション2014年度

「各種相談コーナー」など各学部独自のプログラム
が組まれ、本学同窓会を中心に社会の第一線で働
く各学部の卒業生、そして上級生や教員が一体と
なった楽しく充実した多くのイベントが実施されまし
た。また、黒澤副学長、大野学事相談役にもご参加
いただき各学部・学校の会場でご挨拶をいただきま
した。
　食事時間や自由時間では、新入生同士が大いに
交流を深め、温泉を楽しむなど、夜遅くまで学生の宿
泊室からはにぎやかで楽しげな声が聞かれました。

　本学では、新入生が大学での新生活をスタートす
るにあたり、一にも早く環境に慣れ、将来の目標に向
かって充実した学生生活を送れるように、新入生を
対象とした様々なオリエンテーション・ガイダンスを実
施しています。今年度は入学式翌日の4/8（火）から
4日間にわたり実施されました。
　前半は学内でのガイダンスを実施し、4/10からは
札幌市南区定山渓の各ホテルを会場に、一泊二日
にわたって宿泊オリエンテーションを実施しました。
　「卒業生による講演会」、「同窓会提供イベント」、
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北海道医療大学薬学生セミナー
(学内合同就職相談会)開催

平成26年度

去る３月2日（日）～３月２2日（土）までの約３週間にわたり、
歯学部7名、看護学科2名、言語聴覚療法学科1名、計１0名の学生と教員２名が
オーストラリア・モナシュ大学の語学研修に参加しました。

オーストラリア・モナシュ大学
語学研修レポート

[University of Monash]

English language &
cultural seminar in Australia.

REPORTS

研修を体験してきた学生たちからは、「語学のみではなく、オースト
ラリアの風土、文化の違いについて学ぶことができました。この
体験をきっかけに普段関わることのなかった他学部の人達と友
達になることができました。語学研修へ参加したことは、自分に
とって、良い刺激、良い経験となりました。」「3週間の短い期間で
したが、多くの経験をすることができました。以前から語学研修に
参加したいと思っていましたが、英語が得意というわけではない
ので、ついていけるのかということが不安でした。ですが実際参加
してみると、分からない事は丁寧に教えてくれましたし、先生は優
しく、私が理解できるまで何度も話しかけてくれました。授業内で
は英語についてのみを勉強するのではなく、オーストラリアの文

化、歴史などに関し
て学びました。英語
の語学については
勿論、オーストラリ
アについて、もっと
関心が沸いた授業
でした。」などの声
が寄せられました。

平成26年5月8日（木）、薬学部学生を対象とした「平成26年度5月薬学生セミ
ナー（学内合同就職相談会）」が開催されました。
当日は道内外の病院・公務等団体から薬剤部門責任者・人事担当者など、118
団体約200名の方々が来学し、学生に対して就職に関する説明や相談等をして
いただきました。
参加した学生は各ブースを積極的に訪れ、真剣な表情で説明を受けるなど、終
始賑わいをみせていました。　本学では各学部に就職委員会を設置し、就職ガ
イダンスや専門講師を招いての各種セミナーを数多く実施するなど、学生のよ
り確実な就職にむけて、教職員協働のうえ、きめ細やかな指導をしております。
本学各学部・学科に関わる求人のお申し込みについては本学ホームページをご
参照ください。

5月8日 [参加団体] 118団体
●病院：87病院  ●薬局：25社  ●行政等：6団体

http://www.hoku-iryo-u.ac.jp/̃syusyoku/index.html
就職関連ホームページ
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私の
学生時代

私の学生時代

今、本学の教壇に立たれている先生たちは、

学生時代をどのように過ごしていたのでしょうか。

今回は佐々木佑二講師と下村 敦司教授のお二人に、

当時の様子を語っていただきました。

講師　佐々木 祐二

心理科学部
言語聴覚療法学科

私の学生時代

教授　下村 敦司

8

リハビリテーション科学部
理学療法学科

実習の打ち上げにて”中央列左から２人目が恩師宮本先生、
３人目が私。

“年上の同級生と石狩浜にて”中央が私。

　今から約20数年前の大学受験の時でさ

え、理学療法士としてこのように働いている

なんて想像もしていなかった。当時の私は、

数学だけが得意で理学部の数学科へ入

学し将来は数学の教員になるというのが夢

であった。浪人までしたのだが北大は厳しい

状況、そこで兄の知人から「理学療法はど

う？」って教えてもらった。何としても大学に入

らなければというわけで“理学部≒理学療

法？！”という単純な発想で、何も知らずに当

時の札幌医大衛生短大に入学した。

そんな状況だったので、解剖学や生理学な

どまったく訳が分からない。“好きで入った学

校じゃないし…”と努力もせず、現実逃避し

仮面浪人をしていた。２足のわらじをはくとい

うのは大変であったが、前期試験はOKだろ

うと結果を見ることなく、夏休みを満喫してい

た。今考えれば、結果も見ずに遊び呆けるな

んて恐ろしいやつだと自分ながらにびっくりし

てしまう。しかも、酔った挙句に右手を骨折し

てしまった（ちなみに、全部クリアーしていまし

た）。この右手の骨折で受験勉強をあきらめ

たのか、授業が大変になってあきらめざるを

得なかったのかは覚えていない…

しかし、振り返ってみて自分が理学療法士を

目指すきっかけとなったのは恩師である宮

本重範先生の存在であったことは間違いな

い。当時、毎日のようにテレビで流れていた

“コンスタンチン君”のリハビリをしていたのが

先生であり、“身近にそんなすごい人がいる

んだ”って、半ばミハー気分で興味を持ち、

先生の講義の中で徒手的理学療法の素

晴らしさを感じ、現在に至っている。

私の同期も、初めから理学療法士を目指

していた人、医学部を目指していた人、

臨床検査技師から転向してきた人など、

18歳から38歳までとバラエティーに富ん

でいた。テストや実習の打ち上げではみ

んなで飲み・語りあかしさまざまな刺激を

もらったものである。

さて、あらためて学生時代を振り返ってみる

と…　バイトもしていたが、ほとんどが飲み代

に消えていくなどひたすら飲んでい

たような気がする。ただ同じ釜の飯

を食ったというわけではないが宮

本先生をはじめ、同じ努力・苦労

をしたかけがえのない仲間たちと

出会うことのできた、とても大きな財

産を得た時代である。

バブル景気と呼ばれる異常な好景気の

時代、神戸大学に入学しました。大学は

とても自由な校風であり、学生各人が好

きなことに集中できたように思います。勉

強したい学生は勉強に、そうでない学生

は・・・。私は後者の方でした。勉強もせ

ずに何をしていたかというと、ダンスで

す。ダンス一色の大学生活を送りました。

それまで、ダンスなんて小学校の体育の

授業で少しやったぐらいで、ほとんどやっ

たこともないし、何も知りません。部の新

歓行事に参加しているうちに、何となく楽

しそうかなという軽い気持ちで入部しまし

た。新歓の時には何も聞かされていな

かったのですが、かなり実力のある部で

あることを入部後に知ります。全国大会

で入賞される先輩方、ある部門にいたっ

ては毎年行われる全国大会で優勝を続

け、その記録をどこまで続けられるかと

いったレベルでした。そういった先輩方と

良き同級生に囲まれ、徐々にダンスの魅

力と部にはまってゆきました。先日朝早く、

あいの里キャンパスに出勤すると学生さ

ん達がダンスの練習をしているのを見か

けました。「あんなふうに、熱心に練習し

ていたんだよなぁ。」さて、全国大会優勝

記録ですが、部みんなの頑張りにより、

私の卒業まで更新し続けることができま

した。

卒業後は大学院に進学しましたので、こ

こからさらに6年間学生を続けることとな

ります。大学院からは一転して、勉強に

集中しました。博士課程からは神戸を離

れ、名古屋大学の萩原正敏先生（現、

京都大学大学院教授）の元で学生生

活を送りました。先生はとてもユニークな

アイディアをお持ちで、研究の楽しさを教

えていただきました。ここでの学生時代

は、がむしゃらに走ったという記憶しかあ

りません。そして、修了までに数報の研究

論文を仕上げることができました。今でも

萩原先生とお話しする機会があると、こ

の時のことは褒めていただけます。

何事にも全力で真剣に取り組むと、必ず

良い形で還ってきます。ただし、それだけ

ではだめ。良い“仲間”と手本となる“師

匠”が必要だと、学生時代に学びました。
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柏葉脳神経外科病院（札幌市）　言語聴覚士
（心理科学部言語聴覚療法学科2009年3月卒業）清水 拓矢さん

OB訪問
今回ご紹介するのは卒後6年目を迎えたST（言語聴覚士）清水さん。
札幌ドームを間近に望む柏葉脳神経外科病院の
リハビリテーション科に所属、
担当する急性期病棟でSTリーダーとして活躍中です。

言語聴覚療法学科 編
心理科学部

　清水さんはST（言語聴覚士）として担当患

者さん1日10人前後の言葉や嚥下（えんげ：

飲み込み）の訓練を行うほか、２つに分かれる

急性期病棟の一方のSTリーダーとして、ST

が関わる患者さんすべての状況を把握、週2

回の病棟総回診にも参加しています。昨年度

からは新人教育、今年度からは実習生の指

導にも携わるようになりました。日本摂食・嚥下

リハビリテーション学会認定士めざして勉強も

進めており、STとして、医療者として、着 と々前

進している卒業生です。

　清水さんが担当する病棟には急性期（発症

直後）治療後の患者さん、パーキンソン病など

神経疾患や脳腫瘍等の患者さんが入院して

います。医療職の例にもれず、清水さんの毎日

もやりがいと厳しい自問との背中合わせです。

　避けて通れない問いの一つに、治療やリハ

ビリで一時的回復は望めても、病状進行は止

められない病、たとえば脳腫瘍の患者さんにど

う向き合うかがあります。「最初は口から食べ、

意思疎通できる期間を最大限延ばすために

嚥下や言語面の維持を中心に訓練しますが、

最終的には体が硬くなるのを防ぎ、少しでも楽

に呼吸できることが、STにも目標となります。当

然すべての過程でベストを尽くしますが、それ

でも看取った後は自分の関わり方でよかった

のか、深く考えさせられます」。

　そんなとき患者さんのご家族からいただく感

謝の言葉は、清水さんにとっていちばんのねぎ

らいと次に進むための励ましになります。

　清水さんのモットーは「病気ではなく人を診

る」。医療現場で経験を積むほどに、より深く心

に刻んできたことです。生

活環境、性格、病棟での

様子などあらゆる面から患

者さんを理解し、STの専

門分野に偏らず患者さん

の生活の質を考えます。

　脳卒中（脳梗塞、脳出

血、くも膜下出血等の症状

の総称）患者さんはじめ、

清水さんは突然の発症で

大きく変えられてしまった人

生をたくさん見てきました。

「患者様は180度の変化と

いえるような現実に直面

し、落ち込み、不安と共に

入院生活を過ごさなければなりません。STとし

て障害像を評価し訓練を行うだけでなく、患者

様の辛さを思い、心の声に耳を傾け、こたえた

い」。清水さんの言葉は柏葉脳神経外科病院

が重きを置く「心と体のリハビリテーション」その

ものです。

　柏葉脳神経外科病院では、大きくスペース

をとった理学療法・作業療法用リハビリテー

ション室の向かい側に言語聴覚療法室があ

り、その並びには音楽療法室、臨床心理室が

続いています。スタッフの動きを見ていても複

数分野の連携の確かさが伝わってきます。「患

者様ごとのリハビリ期間やゴールはPT（理学

療法士）、OT（作業療法士）と共に考えます。

STでも必要があれば歩行訓練もしますし、音

楽療法士とも組みます」。

　「医療職の中でも未知数の将来性があるこ

とからSTを選んだ」という清水さん。実習で

やってきて清水さんの指導を受ける学生にも、

STの仕事の現在進行形の広がり、可能性、

魅力を存分に伝えてくれるはずです。

6年目の仕事

避けて通れぬ問い

「人」を診る

チームの中のST

柏葉脳神経外科病院では13人のSTが活躍中。横岡優美子さん（前列右から2番目）、鈴
木暁さん（後列右）は共に本学の言語聴覚療法学科の前身である札幌医療福祉専門学
校言語聴覚療法学科の卒業生です。

多くの患者さんが退院後も障がいとともに日常生活を送ること
になります。清水さんがめざすのは、患者さん自身が「できるだ
けのことをした」と思うことで前向きになれるリハビリです。

言語訓練では音楽療法士とも連携。太鼓のリズムが発話リズム
のコントロールを助けたり、ふだんは出ない声が歌なら出せるとい
うことも多いそう。患者さんの意欲を引き出す効果も大です。
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2013(平成25)年度決算は、学園監事による監査を受けた後、
5月26日開催の理事会において承認されましたので、その概要についてお知らせします。

［計算書の解説］
　資金収支計算書は、当該会計年度にお
ける法人全体の教育研究活動等諸活動に
対する資金の収支を明らかにするもので
す。
　消費収支計算書は、当該年度の学生納
付金等の「帰属収入」から「基本金組入
額」を控除した「消費収入」と人件費・教育
研究経費等の「消費支出」との均衡状態、
内容により経営状況を把握するものです。
消費収支計算書は、資金収支計算書の収
入の部から学校法人の帰属収入とならない
借入金等収入および資金の動きだけを示
す前受金、その他の収入等は除かれます。
また、支出の部から借入金等返済支出、施
設関係支出、設備関係支出等が除かれま
す。一方、帰属収入として寄付金収入に現
物寄付金が計上され、消費支出として退職
給与引当金繰入額および減価償却額が計
上されます。
　貸借対照表は、学校法人の会計年度末
の財政状態をあらわした計算書で、負債、基
本金および消費収支差額の状況を前年度
末の額と対比して示します。財務状況や経
営分析に使用する重要なものです。

財務情報の公開と閲覧

　私立学校法が改正され、2005年4月
から財務情報の公開が義務化されまし
た。これに伴い在学生及び学費支弁
者、卒業生、教職員、入学予定者等に
対し、2011年度「財産目録、貸借対照
表、資金収支計算書、消費収支計算
書、事業報告書、監事による監査報告
書」を閲覧に供しますので、当別キャン
パスは経営企画部財務課、札幌あいの
里キャンパスは学務部心理科学課に申
し出願います。また、大学ホームページ
にも財務情報を公開しております。

はじめに

経済状況の悪化や少子化による18
歳人口の減少等により、学校法人
の経営は一層厳しさを増しています。
そうした状況下においても本学園の
社会的使命である教育研究活動を
発展させていくため、授業料収入など
の有限の財源のほかに補助金や受
託研究等外部からの資金導入を積
極的に図り効率的・効果的に教育
研究活動を展開してきました。今後も
努力を重ねてまいりますので、ご理解
とご協力をお願いいたします。

［資金収支計算書］
　収入に関しては、学生生徒等納付金収入が予算比52万円増、手数料収入が
予算比2,545万円増、寄付金収入が予算比4,969万円増、補助金収入が予算
比1億2,682万円減、資産運用収入が予算比2,590万円の減、資産売却収入が
予算比5,023万円増、雑収入が予算比2,199万円減となりました。事業収入は予
算比2,415万円減となりました。収入の計は予算比1億5,281万円減の89億
1,202万円です。
　また、支出に関しては、人件費支出が予算比1億1,111万円減、教育研究経費
支出が予算比2億8,280万円減、管理経費支出が予算比1,053万円減となりま
した。施設設備関係支出については、各学部の講義室、実験室等の設備改修工
事を行いました。支出の計は予算比3億4,467万円減の93億800万円となり、次
年度繰越支払資金は予算比1億9,186万円増の65億1,717万円となりました。
［消費収支計算書］
　帰属収入は予算比1億2,721万円減の89億112万円となり、基本金組入額
は予算比1億318万円増の15億1,297万円となりました。その結果、消費収入

は予算比2億3,039万円減の73億8,815万円となりました。
　また、消費支出は予算比3億6,748万円減の87億5,933万円となり、消費収
支差額（＝消費収入ー消費支出）は13億7,118万円の支出超過、翌年度繰越
消費支出超過額は124億5,230万円となりました。一方、帰属収支差額（＝帰属
収入ー消費支出）は対予算比2億4,027万円増の1億4,178万円となりました。
［貸借対照表］
　総資産331億3,491万円のうち、固定資産は260億4,150万円、流動資産は
70億9,341万円となりました。流動資産のうち現金預金は65億1,717万円です。
　総負債33億791万円のうち、固定負債は18億2,278万円、流動負債は14億
8,512万円となりました。なお、長期・短期の借入金はなく、未払金等が減ったため
負債額が前年対比7億4,508万円減少しました。これらの結果、総資産から総負
債を差し引いた正味資産は298億2,699万円となり、前年対比1億4,178万円減
少しました。
　また、減価償却の累計額は、231億7,657万円であり、基本金の当期組入額は
15億1,297万円で組入合計額は422億7,930万円となりました。

学校法人

資金収支計算書

■2013年度消費収支の構成比率

帰属収入：8,901,000千円 消費支出：8,759,000千円

（単位：円）
科　　　目 予　算

【収入の部】
決　算 差　異

学生生徒等納付金収入
手数料収入
寄付金収入
補助金収入
資産運用収入
資産売却収入
事業収入
雑収入
前受金収入
その他の収入
資金収入調整勘定
当年度資金収入合計（A）
前年度繰越支払資金
収入の部合計

5,999,365,000
84,000,000
28,000,000

1,049,403,000
76,000,000
81,899,280

1,342,739,000
341,928,000
808,817,000
378,335,000

△1,125,650,000
9,064,836,280
6,913,154,139
15,977,990,419

△525,060
△25,453,934
△49,692,418
126,828,602
25,902,326
△50,235,390
24,159,748
21,996,285
12,610,004
△40,649,752
107,872,477
152,812,888

0
152,812,888

貸借対照表 （2014年3月31日）
（単位：円）

科　　　目 2013年度末
【資産の部】

2012年度末 増　減
固定資産 
　有形固定資産
　その他の固定資産 
流動資産
資産の部合計（A） 

26,041,504,094
18,405,596,615
7,635,907,479
7,093,410,194
33,134,914,288

26,388,947,783
18,769,483,604
7,619,464,179
7,349,260,283
33,738,208,066

△347,443,689
△363,886,989
16,443,300

△255,850,089
△603,293,778

（単位：円）【支出の部】
科　　　目 予　算 決　算 差　異

人件費支出 
教育研究経費支出  
管理経費支出
施設関係支出
設備関係支出
資金運用支出
その他の支出
予備費
     
      
資金支出調整勘定  
当年度資金支出合計（B）
次年度繰越支払資金
支出の部合計

当年度資金収支差額（A）ー（B）

5,250,165,000
2,342,783,186
464,218,014
119,116,250
714,733,109

0
1,541,095,000
(9,768,959)
40,231,041

△819,660,000
9,652,681,600
6,325,308,819
15,977,990,419

△587,845,320 △395,980,820 △191,864,500

5,139,051,424
2,059,979,267
453,679,502
88,828,950
597,322,768
49,006,902

1,540,271,529

△620,136,130
9,308,004,212
6,517,173,319
15,825,177,531

111,113,576
282,803,919
10,538,512
30,287,300
117,410,341
△49,006,902

823,471

40,231,041

△199,523,870
344,677,388
△191,864,500
152,812,888

消費収支計算書
（単位：円）

科　　　目 予　算
【収入の部】

決　算 差　異
学生生徒等納付金  
手数料 
寄付金     
補助金 
資産運用収入 
資産売却差額 
事業収入 
雑収入 
帰属収入合計（A）
基本金組入額合計
消費収入の部合計

5,999,365,000
84,000,000
53,000,000

1,049,403,000
76,000,000
81,899,280

1,342,739,000
341,928,000
9,028,334,280

△1,409,785,000
7,618,549,280

5,999,890,060
109,453,934
97,469,310
922,574,398
50,097,674
83,127,766

1,318,579,252
319,931,715
8,901,124,109
△1,512,971,522
7,388,152,587

△525,060
△25,453,934
△44,469,310
126,828,602
25,902,326
△1,228,486
24,159,748
21,996,285
127,210,171
103,186,522
230,396,693

2013年度決算の概要

東日本学園

2013年度決算について

（単位：円）
科　　　目 予　算

【支出の部】
決　算 差　異

人件費
教育研究経費
管理経費
資産処分差額
徴収不能額
予備費
     
消費支出の部合計（B）
当年度消費支出超過額
前年度繰越消費支出超過額
翌年度繰越消費支出超過額

5,211,166,000
3,306,756,186
552,607,014
10,000,000

0
(3,705,020)
46,294,980

9,126,824,180
△1,508,274,900
△11,081,120,691
△12,589,395,591

5,169,101,340
3,019,743,402
535,781,019
28,217,234
6,493,405

    
    

8,759,336,400
△1,371,183,813
△11,081,120,691
△12,452,304,504

42,064,660
287,012,784
16,825,995
△18,217,234
△6,493,405

    
46,294,980
367,487,780

帰属収支差額（A）ー（B） △98,489,900 141,787,709 △240,277,609

（単位：円）
科　　　目 2013年度末

【負債・基本金・消費収支差額の部】
2012度末 増　減

正味資産（A）ー（B） 29,826,998,760 29,685,211,051 141,787,709

固定負債
流動負債
負債の部合計（B）
基本金
繰越消費支出超過額
合計

1,822,786,120
1,485,129,408
3,307,915,528
42,279,303,264
12,452,304,504
33,134,914,288

1,795,852,604
2,257,144,411
4,052,997,015
40,766,331,742
11,081,120,691
33,738,208,066

26,933,516
△ 772,015,003
△ 745,081,487
1,512,971,522
1,371,183,813
△ 603,293,778

学生生徒等納付金
67.4％（6,000,000千円） 人件費

59.0％（5,169,000千円）

教育研究経費
34.5％（3,020,000千円）

管理経費
6.1％（536,000千円）

資産処分差額等
0.3％（28,000千円）

雑収入
3.6％（320,000千円）

事業収入 14.8％（1,319,000千円）

手数料 1.2％（109,000千円）

資産売却差額 0.9％（83,000千円）
資産運用収入 0.6％（50,000千円）

寄付金 1.1％（97,000千円）
補助金 10.4％（923,000千円）

徴収不能額
0.1％（6,000千円）

■主な事業の実績 2013年度事業計画に基づく、主な事業と進捗状況は、以下のとおりです。

■教育及び学生支援活動
１．リハビリテーション科学部（理学療法学科・作業療法学科）の設置
　少子高齢化など様 な々困難を抱える新たな時代を背景に、保健・医療・
福祉分野において貢献する高度なリハビリテーション・スタッフの養成を
目的として、2013年4月にリハビリテーション科学部を設置しました。

２．大学院リハビリテーション科学研究科リハビリテーション科学専攻修士
課程（新課程の設置）
　リハビリテーション科学部を基礎とする大学院リハビリテーション科学研究
科リハビリテーション科学専攻修士課程を、2013年4月に設置しました。

３．札幌医科大学との連携推進
　連携協定に基づき、札幌医科大学が実施している地域医療実習に、本
学学生が参加するなど、同大学との連携を推進しました。

４．就職・キャリア支援
①学内合同就職相談会の開催
　2013年10月に臨床福祉学科、臨床心理学科、言語聴覚療法学科を
対象に、北海道内外の病院、一般企業、社会福祉施設、行政機関など、
80団体の参加を得て開催しました。
②薬学セミナー（学内合同就職相談会）
　2013年5月と12月の2回、薬学部を対象に道内外の病院、製薬企業、行

政機関等の薬剤部門責任者・人事担当者の参加を得て開催しました。
　（5月：参加団体86団体 約150名  12月：参加団体134団体 約250名）
５．「夢つなぎ入試」の実施
　経済的理由により進学が困難な状況にある受験生を対象とした「夢つな
ぎ入試」を実施しました。
６．本学卒業生子女入学奨励制度の実施
　本学卒業生の子女や兄弟姉妹で二人目以上の入学者を対象とする
「複数入学者奨励金」制度（入学金相当額）、また、本学歯学部卒業生
子女の歯学部入学者を対象とする「歯学部教育充実費減免」制度（教
育充実費2,000千円減免）を実施しました。

７．「歯学部特待奨学生」制度の実施
　将来、歯科医学・歯科医療の分野をリードするという高い志を持ち、人物・
学業成績ともに優れた歯学部入学者に対し、その経済的支援策として、
在学中の6年間の学納金を国公立大学の水準以下とする「歯学部特
待奨学生」制度を実施しました。

８．「薬学教育・研究者育成奨学生」制度の実施
　本学薬学部を卒業後、本学大学院薬学研究科博士課程に進学し、研
究科修了後教員として本学薬学部の教育・研究を支えることを志望する
人物・学業成績ともに優れた薬学部入学者に対し、国公立大学の水準

とする「薬学教育・研究者育成奨学生」制度を実施しました。
９．歯学部附属歯科衛生士専門学校生の入学金減免の実施
　歯学部附属歯科衛生士専門学校入学者に対する入学金減免制度を
実施しました。
10．その他の経済的支援
　　成績優秀、心身健全で、経済的理由により奨学金の貸与が必要と認
められた学生を対象とした「一般奨学生」、父母等学費支弁者が災害、
事故等により学費の支弁が著しく困難となった学生で、成績優秀、心身
健全である学生に貸与される「災害・事故等奨学生」など、本学独自の
奨学制度を実施し、学生の経済的支援に努めました。
■研究活動
１．文部科学省「大学間連携共同教育推進事業（分野連携）」採択事業
の推進
　2012年度に昭和大学（代表校）及び岩手医科大学と申請し採択された
「ITを活用した超高齢社会の到来に対応できる歯科医師の養成」につい
て年次計画に基づき推進しました。
　・事業期間：2012(平成24)年度～2016(平成28)年度

5,999,890,060
109,453,934
77,692,418
922,574,398
50,097,674
132,134,670
1,318,579,252
319,931,715
796,206,996
418,984,752

△1,233,522,477
8,912,023,392
6,913,154,139
15,825,177,531



11

2014（平成26）年度当初予算は、3月20日開催の評議員会・理事会、
予算の補正は、5月26日開催の評議員会・理事会で承認されましたので、その概要についてお知らせします。

概要
　現在、本学は2009年に立ち上げた2020行動計画に基づき、中長期展望
に立った大学改革に取り組んでいます。2014年度は、あいの里キャンパスに
おいては歯学部臨床教育の充実及びリハビリ部門の設置に伴う大学病院整
備事業、当別キャンパスにおいては内科診療廃止ならびに心理科学部移転
準備の一環として、中央講義棟整備事業等を実施する予定です。
　一方、歯学部の5年連続入学定員割れと同学部の学納金減額、2014年
度の消費税率改定など、収入減、支出増の状況から、本学の中長期的な財政
収支見通しも楽観できる状況にはなく、帰属収支差額はマイナスで推移するこ
とが見込まれ、従来にも増して厳しい経営状況が続くことが予測されています。
 2014(平成26)年度予算は、経常的事業における経費の更なる削減・見直し
を図る一方、重要性・緊急性を勘案し、最少コストで最大効果を上げる事業計
画の策定に努め、事業計画を立案しました。
[資金収支予算書]
収入に関しては、前年度予算比12億4,861万円増の103億1,345万円と見
込んでいます。科目別には、資産運用収入、事業収入等の減収が見込まれる
半面、学生生徒納付金収入、手数料収入、寄付金収入、補助金収入、前受
金収入の増収が見込まれます。

　また、支出に関しては、前年度予算比1億2,163万円増の97億7,431万
円と見込まれます。人件費支出は前年度予算比2,945万円の増、教育研究
経費支出は前年度予算比7,942万円の減、管理経費支出は前年度予算比
427万円の増です。施設関係支出は歯学部研究棟・歯科クリニック棟耐震補
強工事等の支出、また設備関係支出はリハビリテーション科学部設置に係る
教育研究用機器備品等の支出を計上しています。なお、今年度は本学の将
来展望に呼応したキャンパス整備計画に則り、8億4,000万円の借入金収入
を計上しました。結果、次年度繰越支払資金は70億5,631万円を見込んでい
ます。
[消費収支予算書]
 帰属収入は前年度予算比3億4,927万円増の93億7,761万円を見込み、
基本金組入額は5億6,385万円減を見込んでいることから、消費収入は前年
度予算比9億1,313万円増の85億3,168万円になると見込まれます。
 また、消費支出は前年度予算比7,169万円減の90億5,513万円を見込ん
でいます。
 これらの結果、当年度消費支出超過額は5億2,344万円で、帰属収入から
消費支出を引いた帰属収支差額については、前年度予算比4億2,097万円
増の3億2,248万円を見込んでいます。

資金収支予算書
（単位：円）

科　　　目 2014年度予算
【収入の部】

2013年度予算
学生生徒等納付金収入     
手数料収入
寄付金収入 
補助金収入 
資産運用収入  
資産売却収入   
事業収入 
雑収入
借入金等収入     
前受金収入     
その他の収入     
資金収入調整勘定     
計     
前年度繰越支払資金
収入の部合計

6,185,820,000
87,138,000
78,000,000

1,181,118,000
71,769,000
80,000,000

1,258,233,000
410,536,000
840,000,000
819,842,000
541,384,000

△1,240,385,000
10,313,455,000
6,517,173,319
16,830,628,319

5,999,365,000
84,000,000
28,000,000

1,049,403,000
76,000,000
81,899,280

1,342,739,000
341,928,000

0
808,817,000
378,335,000

△1,125,650,000
9,064,836,280
6,913,154,139
15,977,990,419

増　減

2014年度予算 2013年度予算 増　減

2014年度予算 2013年度予算 増　減

2014年度予算 2013年度予算 増　減

科　　　目
186,455,000
3,138,000
50,000,000
131,715,000
△4,231,000
△1,899,280
△84,506,000
68,608,000
840,000,000
11,025,000
163,049,000

△114,735,000
1,248,618,720
△395,980,820
852,637,900

5,279,622,000
2,263,119,252
465,031,148
1,647,823,000
568,820,600
719,546,000
50,000,000

    
    
    

   
△1,219,650,000
9,774,312,000
7,056,316,319
16,830,628,319

5,250,165,000
2,342,543,591
460,752,589
114,911,000
712,874,420
1,541,095,000
50,000,000

△819,660,000
9,652,681,600
6,325,308,819
15,977,990,419

【支出の部】 （単位：円）

消費収支予算書
（単位：円）

科　　　目
【収入の部】

学生生徒等納付金
手数料
寄付金
補助金
資産運用収入
資産売却差額
事業収入 
雑収入
帰属収入合計
基本金組入額合計
消費収入の部合計

6,185,820,000
87,138,000
103,000,000
1,181,118,000
71,769,000
80,000,000

1,258,233,000
410,536,000
9,377,614,000
△845,926,000
8,531,688,000

5,999,365,000
84,000,000
53,000,000

1,049,403,000
76,000,000
81,899,280

1,342,739,000
341,928,000
9,028,334,280

△1,409,785,000
7,618,549,280

科　　　目
186,455,000
3,138,000
50,000,000
131,715,000
△4,231,000
△1,899,280
△84,506,000
68,608,000
349,279,720
563,859,000
913,138,720

人件費
教育研究経費
管理経費
資産処分差額
予備費
消費支出の部合計
当年度消費支出超過額
前年度繰越消費支出超過額
翌年度繰越消費支出超過額

5,260,895,000
3,175,029,252
559,207,148
10,000,000
50,000,000

9,055,131,400
△523,443,400

△12,452,304,504
△12,975,747,904

5,211,166,000
3,306,516,591
549,141,589
10,000,000
50,000,000

9,126,824,180
△ 1,508,274,900
△ 11,081,120,691
△ 12,589,395,591

49,729,000
△ 131,487,339
10,065,559

0
0

△ 71,692,780

【支出の部】 （単位：円）

2014年度予算の概要

■主な事業の実績（つづき）

2014年度予算について

■主な事業計画
■教育及び学生支援活動
【大学院】
１．大学院リハビリテーション科学研究科リハビリテー
ション科学専攻修士課程の博士課程への変更

２．専門看護師(CNS)の養成
３．診療看護師の養成
【学　部】
１．心理科学部の当別キャンパスへの移転準備
２．リハビリテーション科学部改組（リハビリテー
ション科学部言語聴覚療法学科の設置）

３．転学部・転学科制度の見直し（他学部への転
学科制度の実施）

４．教育支援体制の強化
５．国家試験対策の充実・支援
６．奨学事業及び経済的支援の充実
【歯学部附属歯科衛生士専門学校】
１．奨学事業及び経済的支援
２．国家試験対策の充実・支援
■研究活動
１．文部科学省「大学間連携共同教育推進事業
（分野連携）」採択事業の推進
２．文部科学省「がんプロフェッショナル養成基盤推
進プラン（大学改革推進経費）」採択事業の推進

３．外部資金の導入
４．教員研究費等の配付基準見直し
■診療活動
１．医療機関の経営健全化
■社会貢献・連携
１．当別町・滝川市との包括連携協定の締結
２．高大連携
３．公開講座
４．コミュニティバス事業の参画
５．本学施設の地域への開放
■生涯学習
１．薬剤師支援センターにおける認定薬剤師研修の実施
２．認定看護師研修センターにおける認定看護師の養成
■国際交流
１．国際交流推進室(Global Networking Office)の設置
２．大学・学部間交流
３．語学研修
４．地域連携推進室の設置
■経営管理
１．人件費の抑制
２．予算の効率的運用・削減
３．学園整備計画に基づく借入金の申請
■施設・設備
１．リハビリテーション科学部設置に伴う研究用
備品の計画的整備

２．学園整備計画に基づく大学病院の改修工事の実施
３．心理科学部の当別キャンパス移転による教
育体制の整備

４．歯学部研究棟・歯科クリニックの耐震工事の実施
■その他
１．情報の積極的な公表
２．「2020行動計画」の推進

学校法人 東日本学園

２．文部科学省「大学改革推進事業（がんプロフェッショナル養成基盤推進
プラン）」採択事業の推進
　2012年度に札幌医科大学（代表校）、北海道大学及び旭川医科大学と
申請し採択された「がんプロフェッショナル養成基盤推進プラン」について
年次計画に基づき推進しました。
　・事業期間：2012(平成24)年度～2016(平成28)年度
３．外部資金の導入
　科学研究費など競争的研究資金へより積極的に申請を行うとともに、寄
付金や受託研究など外部資金の導入を図りました。なお、2014年度科学
研究費への申請を11月に行いました。

４．重点配分研究費
　2013年度において、研究費基礎配付額の30%削減を原資に、重点配分
研究費として1,500万円を措置し、競争原理の導入を図り実施しました。
　（重点配分研究費受給者211名）
■診療活動
１．医療機関収入状況
　大学病院では延患者数3,960名増、医療収入48,464千円増と、共に前
年度実績を上回りました。歯科内科クリニックは延患者数332名減であった
ものの、医療収入は1,490千円増と前年度実績を上回りました。また、大学
病院の病床(24床)稼働率は44.1％(2012年度:43.0%)となりました。
　なお、2013年度末を以て、歯科内科クリニックの内科は廃止され、2014
年4月1日より新たに歯科クリニックと名称が変更となりました。
■社会連携（貢献）
１．公開講座
　設定テーマに沿った開講や内容の充実等、一般向、卒業生・職能人向と
もに本学の特色を生かした講座を継続的に実施しました。
２．高大連携
　社会貢献の一環と位置付け、高大連携事業として、高校からの要請に応
じ本学教員を派遣しての模擬講義、および本学にて高校生を受け入れる
体験学習やインターンシップを実施しました。
■生涯学習
１．北海道「福祉・介護人材確保総合対策事業（福祉のしごと魅力アップ事
業）」採択事業の推進
　中・高校生、高齢者や主婦等の一般の方を対象に、年齢等に応じた進路・
就業相談や福祉・介護の仕事の大切さや魅力などを伝えるための福祉・介
護体験やセミナー等を実施し、将来にわたって福祉・介護人材の安定的な
参入促進を図ることを目的とした当該事業について推進しました。

２．薬剤師支援センターにおける認定薬剤師研修の実施
　医療現場において、薬剤師が期待される職務を果たすためには、生涯にわ
たって継続した自己学習・研修が求められます。これら生涯研修を自己責
任のもとで行い、常にスキルアップを図る薬剤師を対象として認定薬剤師

が制度化されています。2011(平成23)年度に本学認定制度事業（本学
薬剤師支援センター）が薬剤師認定制度認証機構より認定され、その制
度に関する事業を中心として、医療現場との共同研究の推進及び連携
事業を実施しました。

３．認定看護師の養成
　認定看護師は、「日本看護協会が実施する認定看護師認定審査に合格
し、ある特定の認定看護分野において熟練した看護技術と知識を有する
ことが認められた者」と定義づけられています。本学では、認定看護師研修
センターにおいて、現在、皮膚・排泄ケア、感染管理、がん化学療法看護
の3分野を開設し、その養成に努めました。
　なお2014年度より、がん化学療法分野を休講し、認知症看護分野を開
講する予定です。
4．専門看護師の養成
　専門看護師は、特定の分野で実践家をサポートできる研究・指導力と、卓
越した実践力備えた看護師と定義づけられており、日本看護協会で資格
認定を行います。
　本学では大学院看護福祉学研究科で、母性・老年・精神・慢性疾患・がん
及び感染の6分野を開設し、その養成に努めました。
■国際交流
１．国際交流推進室(Global Networking Office)の設置
　海外の大学及び教育研究機関等との国際交流を推進するとともに、学生
及び研究者の双方向交流を促進し、国際化を主導する人材の育成を推
進することを目的として、2013年12月に国際交流推進室を設置しました。

２．大学・学部間交流
　本学では、現在、大学間4大学（アルバータ大学・台北医学大学・中南大
学・モナッシュ大学）、学部間5大学（同済大学・ニューヨーク州立大学バッ
ファロー校・青島大学・インドネシア大学・ストラスブール大学）と連携協定
締結し、教育及び学術における国際交流を推進しました。
　2013年度は、台北医学大学との短期交流プログラムを薬学部で実施に
至り、8月に台北医学大学の学生2名が本学で4週間の研修を行い、
2014年3月には本学の学生3名が台北医学大学で2週間の研修を実施
しました。また、歯学部では2014年3月に学生3名を同済大学へ派遣し、1
週間の臨床実習を実施しました。

３．語学研修
　2013年8月にアルバータ大学、2014年3月にはモナシュ大学と語学研修
を実施しました。（参加者数：アルバータ大学13名、モナシュ大学9名）。
■広報活動
　募集広報として新聞や進学雑誌などでの広告掲載、またターゲット地域を
絞って交通広告を掲出しています。ホームページの機能面の拡充、メール
マガジン発行など電子媒体の活用、また、オープンキャンパスは年5回(レギ
ュラー4回、キャンパス見学会1回)実施しました。

■経営管理
１．予算の効率的運用・削減
　各部局に配布された予算の執行にあたって、事業計画に優先順位を付
し、効率的な執行・削減に努めました。
■施設・設備
１．リハビリテーション科学部設置に伴う研究用備品の整備
　年次計画に基づき、リハビリテーション科学部における研究用備品を整備
しました。
２．大学病院、歯科内科クリニックにおいて、新医療情報システムの構築及
び整備
　2013年7月から構築に着手し、2014年3月に完了しました。
３．各学部講義室及び実習室等の空調設置工事
　薬学部・歯学部・看護福祉学部における講義室及び実習室を年次計画
により実施しました。

４．遠隔地授業配信システム設置工事
　社会人学生への利便性配慮の観点から、大学から離れた場所でも受講
可能なe-learningシステムを導入しました。

５．マルチメディア教育システム機器の更新
　各学部講義室におけるマルチメディア教育システム機器を年次計画によ
り更新しました
■情報の公開
　学園が公共性や社会的説明責任を果たし、公正かつ透明性の高い運営
を実現し、構成員による自立的な運営と教育研究の質的向上を目的とし
て、情報公開規程に基づき引き続き積極的な情報公開に努めました。
■「2020行動計画」の推進
１．人間力教育の向上プロジェクト
　就職キャリア支援として、定期的な就職相談会を実施(5月、10月、12月)
し、内定確保に努力しました。また授業改善と教育力向上を目的として、授
業公開(前期24科目、後期12科目)を実施しました。教育改革の成果を公
表・共有し、学部並びに大学全体の教育力向上に努めました。

２．医療機関経営の健全化プロジェクト
　医療機関健全化プロジェクトによる具体的実施案に基づき、引き続き収
支改善に努めました。

３．キャンパス再構築プロジェクト
　歯科内科クリニックの内科を廃止し、歯科診療部門の再編の検討を進め
ました。また、リハビリテーションセンター等設置計画検討WG、高齢者ケア
センター等設置計画検討WG及び学生福利厚生施設等設置計画検討
WGにて計画の策定を進めました。

４．経営管理プロジェクト
　人件費削減に向けた諸手当の見直しについて引き続き検討しました。

人件費支出 
教育研究経費支出
管理経費支出
施設関係支出
設備関係支出
その他の支出
予備費

 
資金支出調整勘定
計     
次年度繰越支払資金 
支出の部合計
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生命の尊重と個人の尊厳を基本として、保健と医療と福祉の
連携・統合をめざす創造的な教育を推進し、確かな知識・技術
と幅広く深い教養を身につけた人間性豊かな専門職業人を
育成することによって地域社会ならびに国際社会に貢献する
ことを本学の教育理念とする。

■北海道医療大学の教育理念

北海道医療大学広報誌

広報誌についてのご意見・ご要望・情報等をお待ちしております。
E-ma i l : nyush i@hoku - i r yo -u .ac . j p

遠藤　　泰　　浜上　尚也　　中山　英二　　鎌口　有秀
遠藤紀美恵　　志渡　晃一　　漆原　宏次　　田村　　至
大塚　裕之　　木村　　恵　　杉原　佳奈　　杉谷　昌彦
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北海道医療大学広報・教育事業部 入試広報課
　〒061-0293　北海道石狩郡当別町金沢1757
　☎（0133）22-2113
　http://www.hoku-iryo-u.ac.jp

No.158　当別の地にも、ようやく待ち望んだ春がやってきました。春といえば、新たな出会いの季節で

もあります。新しいスタートをきったばかりの新入生や新社会人を見かけると、その初々しい表

情に思わずこちらも清々しい気持ちにさせられるものではないでしょうか。本学のキャンパス

も、そういった夢や希望に満ち溢れた、たくましい表情をした学生たちで賑わっています。

　この時期は、フレッシュな新入生や新社会人と出会う機会が増え、その度に「若い！」「若いっ

てうらやましい！」などと心の中で思うことがある方も少なくないと思います。新入生や新社会

人との出会いは、忘れかけていた「若さ」をふと思い出させてくれるとても貴重な時間です。

「過去は振り返らない」という人もいますが、たまには青春時代に思いを馳せて懐かしむこと

も、気持ちを若く保つためには必要なことで、気持ちさえ若返ってしまえば、「あの頃にやって

おけば・・」「何かを始めるにはもう遅い・・」などという後悔も、案外まだ遅くはないのかもしれ

ません。

（複数回答可） （複数回答可）

　全ての学科において、医療系総合大学である点を魅力に
挙げた学生が多いという結果になりました。また「学生生
活」という回答も多く、課外活動などでも他学科との交流が
盛んなことに対する大きな期待があらわれています。

　高い合格率を誇る国家試験成績にも、回答が集中。また
「キャンパス環境」を挙げる学生も多く、臨床心理学科、言
語聴覚療法学科では1番の魅力に。自然と先端の施設・設
備で学べる環境も本学の強い魅力であると言えます。

　施設見学や体験学習などを通して学校の雰囲気を自分
の目で実際に確かめられるオープンキャンパス。例年通り、
多くの学生がこの機会を利用していることがわかります。

多くの学生が「医療系総合大学」に期待。

注目が集まる「国家試験成績」と「キャンパス環境」。

歯科衛生士専門学校では、
およそ8割がオープンキャンパスに参加。

Q. 本学を志望した際、併願を考えた他大学と比べて
本学のどういうところに魅力を感じましたか？

2014年

37.5％ 72.9％

77.1％参加した

18.8％ 39.6％

20.8％

16.7％

14.6％

4.2％

4.2％

16.7％
12.5％
8.3％
6.3％
6.3％
4.2％

薬学科
薬学部

歯学科
歯学部

看護学科
看護福祉学部

臨床福祉学科
看護福祉学部

臨床心理学科
心理科学部

言語聴覚療法学科
心理科学部

理学療法学科
リハビリテーション科学部

作業療法学科
リハビリテーション科学部

新入生アンケート
結果報告
毎年恒例の全学実施の新入生アンケート。新入生
が本学のどこに魅力を感じて志願したのかを聞い
てみました。

北海道医療大学

Q. 本校のオープンキャンパスに
参加しましたか？

Q. 本校を
何で知りましたか？

歯学部附属歯科衛生士専門学校

Q.

医療系総合大学である 校風 教育内容 学生生活
クラブ活動 国家試験成績 就職状況 キャンパス環境

たくさんの教育・研究プロジェクトに採択されている その他

両親
担任の先生

母親

友人・知人

進路指導の先生

兄弟姉妹

歯科衛生士の方

知人・友人
進学相談会

担任・進路指導の先生
本学ホームページ

進学サイトのホームページ
受験雑誌
その他

進路決定にあたって
誰に相談しましたか？

28％20％

10％

10％

3％
1％

13％

2％
3％

3％

10％

19％
16％

11％

1％

34％

25％

12％
7％

2％

20％

14％
14％

40％

7％

2％

10％

2％
1％

18％

12％

6％

10％

8％ 37％

16％

16％

28％

6％ 1％15％

35％

5％

1％

9％

36％

12％

12％
12％

3％
5％

4％

8％

7％

24％

8％
5％

6％ 18％

28％
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■有効回答者のプロフィール

回答者人数
出身地

性別

卒業年度

入試形態

184※1

154
17
2
5
2
1
1
2

 
90
94

134
27
23

26
19
47
41
18
11
9
4
－
9

74

61
7
2
1
1
0
1
1

31
43

68
4
2

16
4
8
20
8
9
6
3
－
0

64

50
10
2
2
0
0
0
0

17
47

58
5
1

14
4
18
8
7
8
4
1
－
0

74
4
1
0
1
0
0
1

37
44

73
7
1

13
19
5
26
10
1
6
1
－
0

44
0
0
0
0
0
0
0

13
31

41
2
1

8
8
2
17
3
3
2
1
－
0

56
5
2
0
1
6
2
6

54
24

27
21
30

13
1
0
6
22
4
7
5
11
9

105
0
2
1
1
0
0
0

16
93

91
14
4

9
21
27
32
8
3
8
1
－
0

55
5
1
0
1
0
0
0

38
24

50
7
5

4
0
8
17
12
13
3
3
－
2

78※1 109 62※1

北海道
東北
東京・神奈川・千葉・埼玉
上記以外の関東甲信越
東海・北陸
関西
中国・四国
九州・沖縄

男
女

2014年3月
2013年3月
2012年3月以前

AO方式入試
一般推薦入試
特別推薦入試
一般前期入試
センター前期A入試
センター前期B入試
一般後期入試
センター後期入試
一般後期B試験
編入学試験

薬学部 歯学部
看護福祉学部
看護
学科

臨床福祉
学科

81 44

リハビリテーション科学部
理学療法
学科

作業療法
学科

心理科学部
臨床心理
学科

言語聴覚
療法学科

※1  編入生を含める　※2  一般後期B入試

パンフレット（学校案内）

4％

4％

1％

4％
4％
4％

（Ｋ．Ｓ記）

1％
1％

1％
1％

1％
2％

2％
3％

5％
5％
6％


